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穂開設にあたつ

＞
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
や
い
の
家
瑞
穂
ヘ

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
「
マ
ロ
ン
」
が
訪
問

開
設
に
寄
せ
て
」

「サ
ン
ビ
レ
ス
ン
瑞
穂

も
と
す
広
域
連
合
長

瑞
穂
市
長
　
堀

孝
　
正

　

一

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
瑞

穂
の
開

設

、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一●
一

一

高
齢
化
が
進
む
中
に
あ
っ
て
、
平
成
十

一
年
六
月

一
日
に
旧
本
巣

一

郡
七
町
村

（現
在
、
瑞
穂
市
、
本
巣
市
、
北
方
町
）
は
、
介
護
保

険
事
業
に
つ
い
て
、
町
村
枠
を
超
え
て
広
域
的
に
取
り
組
む
た
め
、
「も

と
す
介
護
保
険
広
域
連
合
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
南
北
に
長
い
当
管
内
は
、
地
域
に
よ
り
生
活
環
境
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
状
況
が
異
な
る
な
ど
、
地
域
環
境
が
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
地
域
間
格
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
中
、
管
内
に
生
活
す
る
令
て
の
対
象
者
の
方
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
環
境
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
二
四
時
間
、
三
六
五
日
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
く
た
め
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
現
実
的
課
題
と
さ
れ
る
今
回
、
新
生
会
　
総
合
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
　
サ
ン
ビ
レ
ツ
ジ
が
、
管
内
の
瑞
穂
市
に
お
い
て
、
認
知
症
対

応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「も
や
い
の
家
瑞
穂
」
及
び
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

「サ
ン
ビ
レ
ツ
ジ
瑞
穂
」
を
開
苑
さ
れ
た
こ
と
は
、
時
機
を

得
た
も
の
で
、
大
変
喜
ば
し
く
、
高
齢
者
の
方
に
と
っ
て
大
き
な
支

援
と
な
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
新
生
会
が
当
連
合
介
護
保
険
事
業
計
画
の
基
本
国

標
で
あ
り
ま
す

「い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
長
寿
社
会

を
め
ざ
し
て
」
の
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
発
展
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

■|■■



「サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
瑞
穂
開
設
に
あ
た
っ
て
」

社
信

性

人

新

生

会

岬
事
長

〈
７
　
凛倒

〔一す

梅
雨
も
明
け
、
昨
年
と
は
ま
た

一
味
違
う
夏
場
が
や
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
ド
の
中
は
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ

ン
が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
優
勝
し
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
方
だ

け
で
は
な
く
日
本
全
体
を
元
気
に

し
て
く
れ
ま
し
た
。

新
生
会
に
お
い
て
も
、
揖
斐
郡

池
田
町
か
ら
大
垣

・
岐
阜
へ
と
展

開
し
、
４
月
か
ら
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
持

つ

「も
や
い
の
家
　
瑞
穂
」
、
そ
し

て
ぃ
ょ
ぃ
ょ
８。
床
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
を
抱
え
る

「サ
ン
ビ
レ
ッ

ジ
瑞
穂
」
が
９
月
１
日
に
開
設
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
で
池
田
町
か
ら

岐
阜
ま
で
、
西
濃
圏
域
を
面
で
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
基
盤
が
出
来
上
が

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
生
会
で

は
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
提
供
し

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
同
朋
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
新
生
メ
デ
ィ
カ
ル
が
そ
の

基
盤
を
持
っ
て
お
り
、
と
も
に
協
働

す
る
こ
と
で
新
生
会
が
日
指
し
て

き
た

「施
設
と
在
宅
の

〓
死
化
」

を
池
田
町
の
み
で
は
な
く
、
西
濃

か
ら
岐
阜
ま
で
利
用
し
て
頂
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
が
共
有
す
る
理
念
は
、

「他
人
の
痛
み
を
自
分
の
こ
と
と
し

て
感
ず
る
感
性
と
、
人
が
等
し
く

生
き
て
ゆ
く
こ
と
の
福
祉
観
を
基

本
と
し
て
」
と
し
て
い
ま
す
。
他

人
の
痛
み
と
は
、
主
に
利
用
者
の

こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
自
分
以
外
の

す
べ
て
の
人
を
指
す
言
葉
で
す
。
つ

ま
り
は
同
じ
職
場
で
働
く
仲
間
で

あ
っ
た
り
、
連
携
を
取
り
合
う
他

事
業
所
の
職
員
で
あ
っ
た
り
、
近

所
の
人
や
家
族
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
他
人
を
大
切
に
す
る

こ
と
は
自
分
も
大
切
に
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
他
人
が
あ
っ
て
自

分
が
あ
る
。
そ
の
ど
ち
ら
も
バ
ラ
ン

ス
よ
く
大
切
に
す
る
こ
と
が
肝
要

と
思
い
ま
す
。

ひ
　
Ｌ

た
っ
た

一
つ
の
「他
人
」

と
い
う
言
葉
で
は
あ
り

ま
す
が
、
切
り
目
が
変

わ
れ
ば

と

ら

え
方

が

違

っ
て
き
ま
す
。
新
生

グ
ル
ー
プ
の
組
織
力
で

地
域
住
民
の
生
活
を
面

で
支
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

れ
だ
け
多
く
の
切
り
口

で
多
様
性
に
富
ん
だ
支

え
方
が
で
き
る
こ
と
と

同
等
で
あ
り
ま
す
．
さ
ら
に
、
こ
の

多
様
性
を
よ
り
密
に
す
る
こ
と
で
、

網
の
目
が
細
か
く
な
る
が
如
く
多

く
の
方
々
の
生
活
を
柔
ら
か
く
支

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

山
の
中
は
大
き
く
変
動
し
て
い

ま
す
が
、
幸
せ
の
基
本
は
生
活
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
生
活
の
基
礎
の

部
分
を
多
く
の
知
恵
で
支
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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陽の里

尊
厳
あ
る
生
活
を
支
え
る

「
短
時
間
巡
回
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
・岐
阜
県
方
式
」

田
Ｉ

η
カ
Ｉ

Ｉ

Ｉ

安

田

正

子

間
新
生
メ
デ
ィ
カ
ル
瑞
穂
営
業
所
で
は
、
平
成
２２
年
に
岐
阜
県
か
ら
委
託
を
受

け

「短
時
間
巡
回
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
・岐
阜
県
方
式
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

人
は
誰
で
も
、
高
齢
に
な
っ
て
も
、
障
が
い
を
も
っ
て
も
人
が
営
む
あ
た
り
前
の

行
為
を
願
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
例
え
ば
、
朝
起
き
た
ら
ト
イ
レ
に
行

き
、
洗

ｌｆｌｌ
を
し
て
着
替
え
を
し
て
朝
食
を
食
べ
て

‥
、
こ
の
あ
た
り
前
の
生
活
リ

ズ
ム
を
支
え
る
の
が
、
短
時
間
巡
回
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
１
日
の
生
活
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
必
要
な
時

に
必
要
な
ケ
ア
を
毎
日
複
数
回
継
続
し
て
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
）^
必
要
な
ケ
ア
を
必
要
な
と
き
に
利
用

で
き
、
要
介
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
施
設
で
暮
ら
す
様
に
き

め
細
か
く
対
応
が
で
き
ま
す
。

実
際
に
短
時
間
巡
―‐‐―
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
た
ご
利
用
者
の
紹
介
で
す
。

０
日
昼
独
居
の
Ａ
さ
ん
は
、
家
族
の
い
な
い
昼
．間
に
３
同
ヘ
ル
パ
ー
が
ト
イ
レ
の
介

助
に
入
る
こ
と
で
水
分
を
控
え
る
こ
と
な
く
、
膀
肌
炎
を
繰
り
返
さ
な
く
な
り

家
族
も
安
心
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
さ
ん
は
、

９２
歳
と
い
う
高
齢
に
伴
い
、
日
に
Ｈ
に
介
護
が
必
要
に
な
り
、
１

日
６
回
毎
日
の
ケ
ア
に
ヘ
ル
パ
ー
が
入
り
、
２
ヵ
月
後
大
好
き
な
自
宅
で
家
族

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
家
族
は
最
期
ま
で
自
宅
で
悔
い
な

く
介
護
が
で
き
た
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
ｃ

Ｏ
Ｃ
さ
ん
は
、
高
齢
者
夫
婦
の
世
帯
。
あ
る
日
Ｃ
さ
ん
が
骨
折
さ
れ
介
護
者
の
奥

さ
ん
は
腰
痛
が
あ
り
介
護
が
で
き
ま
せ
ん
。
施
設
一人
所
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、

１
日
６
回
毎
日
、
オ
ム
ツ
交
換
と
体
位
変
換
に
入
り
２
ヵ
月
後
に
は
デ
イ
に
も

行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

瑞 穂 事 業 紹 介
特別養護老人ホーム

(アセスメント・ターミナルを含む)

ショー トスティ・在宅入所本目互利用

デイサービス

訪問看護ステーション

サンビレッジ居宅支援事業

配食サービス(般の方も利用できます)

【連携事業者】

新生メディカル 訪問介護
(24時間巡回介護出来ます)

新生メディカル 居宅支援事業

グループホーム

デイサービス (認知庄対応型)

地域交流センター

営業時間 8時 30分～ 5時 30分
曜  日 月曜日～ 金曜日

椰 対応者
簡

性

亦 ｀

気朝ここ相談くだれ ヽ

サンビレッジ

もやいの家

瑞 穂 市 只越 219

瑞穂市本田20501

松 井 康 成

TEL 058‐ 322口5200

TEL 058‐ 322Ⅱ5220
穂

穂

瑞

瑞
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陽の里

休日lさ憩いのひこときを′
～サンビレッジワース・憩いの家からのご案内～

サンピレッジ新生苑 喫茶いこいの家をご存矢Bですか?いこ

いの家は、喫茶店としてだけではなく、普段から地域の皆様

にお気軽にお食事を楽しんで頂ける場として、様々なメニュー

を企画しています。

今年度は、「休日の特別ランチメニュー」として、調理人そ

れぞれがアイディアを出して季節の素材を取り込み腕をふるつ

て料理する土日限定 (11時～ 13時 頃故で)のオリジナルの

メニューや、サンビレッジフーズを通じた配食サービスの「季

節の彩り膳J等にも力を入れ、ご注文も定期的に承っています。

今後は昨年ご好評を頂いた 轍 老の日お祝いメニュー」の

第2弾も予定しています。随時ご案内させて頂きますので、

ご期待下さい |

【お問い合わせ】

サンピレッジフーズ TEL0 5 8 4-77-0583

「私のヨーヨー・7」出版のご案内
この本は、現代音楽界で世界最高Ш量のチェロ奏者

であるヨーヨー マ氏と出会い、その人柄を理解す

るにつけ、彼が私のライフワークとしている「福社と

はJ「ケアの専門性とは」どのようなものかという間

いへの指標を示してくれているように感じ、それを福祉分野で

働いている人々に、「世界のヨーヨー マと私たちの仕事の本

質は変わらないのではないかJとエールを送りたいと思い制作

しました。

私の想像するヨー∃― マ像を文章化しながら、福祉という

人を等しく捉える概念や、それを実現するための、利用者の

生活を支える質の高いチーム作りにも触れています。

本書を通して、音楽と福i■のコラボレーションを楽しんで頂

けたら、それに月券る幸せはありません。是非ご覧下さい。

石原 美智子

「私のヨーヨー マJ 石原 美智子 著 定価 1,500円

サンピレッジ新生苑 事務所にて販売中

この本の売り上げは全て東日本人震災被災地

岩手県宮古市に寄付されます

トピックス

補災地チャリうレーコンサート開催′
～ストI′ング詢′ιチット響と共に迷る、

東日本太震災 復興支援への取ιl組み～

7月 24日 、当法人と懇意にしている岩手県宮古市にて「ス

トリングカルテット響 (ひびき)Jによる被災地チャリティ=コ
ンサートが開催され、弦楽四重奏の美しいハーモニーを、応

援に駆けつけた新生会の職員も含めた大勢の方々が観賞され

ました。

以前より新生会では、宮Iha県石巻市等の被災地に住む高齢

者に訪間入浴 介護支援 短時間訪間サービスを提供させて

頂いています。

今後は、宮古市に住む介護職やリハビリ職を希望する学生

の受け入れも予定しており、サンピレッジ国際医療福祉専門学

校で福社の資格を取得し、地元に帰られた後に将来の福祉を

共に担つていく仲間を応援させて頂いています。

寝たこιlゼロ作戦′
～起きる意欲、起こす技術を広めよう～

7月 22日 、新生会では「リフトと腰痛予防についてJと題し

た職員勉強会を実施し、大勢の職員が動 0しました。

以前より新生苑では、介3/J方法の見直し、各種福祉用具の増

入の検討、地域に向けた介護に関する情報発信を積極的に行っ

ていま魂

今回は、以前に当機関紙108号で実施した、介護負担に関す

るアンケート結果等を受けで 介護負担のある利用者やその場

面 介31J万法を挙|よ それが正しい介助方法を行ったり移乗用

の福社機器を導入することにより、どのように改善されるの

か、又それが寝たきりの方の起きる意欲や介護者の起こす技術

にどのように繋げられるかを話し合いました。

これらの取り組みは、昨年好評を頂いた「サンピレッジ福祉

フェア」(10月 1415日 に予定)でも報告させて頂きま魂

ご期待下さい。

イ木日ランチメニュー(例 )600円
天ぬす あるしそば寺

ストリングカルテツトJの方々(前列)と新生会職員
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